
前回（令和 6 年度）の「乳がん部会」の議論について 

 

１．報告事項 

（１）乳がんの罹患・死亡状況 

      ・乳がんは島根県で女性の罹患するがんで最も罹患が多いがん。一方、死亡 

は 8 番目に多いがんであり、かかる人に比べれば、亡くなる人が少ないが 

んである。 

・年齢階級別罹患率を見ると、乳がんは 30 歳～40 歳代でかかる人が増えは 

じめ、60 歳代～80 歳代になってもかかる人は多い。 

   ・標準化罹患比、標準化死亡比が全国と比べて有意に低い。 

 

（２）乳がん検診の受診率等 

   ・全住民の受診率は全国より高い。国保被保険者の受診率は全国よりやや低 

い。 

   ・県全体のプロセス指標はがん検診受診率を除く全ての指標で許容値を達成 

している。 

   ・市町村のチェックリストは改善傾向にある。       

 

２．協議事項 

（１）島根県乳がん検診の精密検査実施機関基準について 

   ・日本乳癌学会・日本乳癌検診学会の精密検査実施機関基準について 2022 年 

に改正があったため、学会の基準を参考に県基準の改正案を提示。 

・改正にあたり、学会基準を現在の登録機関がどれだけ満たせているか調査し 

た結果、乳腺専門医・認定医が（非常勤も含めて）不在のため、要件を満た 

せていない医療機関があることがわかった。該当の病院には精検機関継続を 

希望するか確認する。 

 

（２）乳がん検診精密検査依頼書兼精密検査結果報告書の様式統一について 

  ・様式統一について、様式案とこれまでの検討状況を共有。 
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